














要約 サーモグラフィで計測される額部皮膚温低下をストレスの指標として 10-16 週の乳

児 20 例を対象として 2種類のストレンジャー場面実験を行ない、昨年度の単純母子分離場

面実験の結果と併せて、乳児に於ける特定のヒト(本研究では母親)への早期愛着を検討し

た。その結果、早期の母親への愛着が示唆された。 


